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 よく御食国若狭という呼び名を聞く。そもそも御食国とはいったいどのような

国なのだろうか。なぜ若狭はそう呼ばれるのだろうか。古代の木簡からは、若狭

が贄を進上していたこと、また調として塩を貢進していたことが知られる。若狭

湾の海の幸を朝廷に貢進する義務を負っていたのである。そこで木簡などの史料

を用いて、御食国とは何か、若狭の調・贄貢進の特徴は何か、そして周辺地域と

の関係はどのようなものであったか等の点を改めて考える。 
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